












 

 

 

 

 

【食農部会】 
エネルギーシフト学習会 

 

 

 

去る 11 月 7 日に毎年恒例のエネルギーシフト学習会を開催しました。目的は、地域資源を生か

した持続可能な地域づくりを考える。またその取組みにより本業を強くする仕組みを学ぶことです。 

今回は、庄内地方を巡る視察コースで、在来野菜を生産、そのまま隣接するレストランで提供す

る“土遊農”さんと、米農家としての経営を安定させる為太陽光発電事業の取り入れと循環型エネル

ギーであるペレットストーブ、薪ストーブの販売、メンテナンス事業を行なっている“平良農園”さ

んの 2 社を訪問させて頂きました。 

 

【土遊農～Do You know?～】 

好天に恵まれた当日、先ず向かったのは土遊農さん。広大な

田園地帯を進むと、1 件のお洒落な建物が。“ほぼ野菜レスト

ラン”と書かれた看板が目を引きます。栽培ハウスに入ると、

そこには素敵な風景が。柔らかな温かさの中、多品目の野菜が

栽培されており、さながら自然の縮図が広がっておりました。

特徴的なのは、自然との共存を当たり前としている点です。 

現代の農業では通常、生産効率を上げるため様々な技術を取り入れています。農薬を使い、虫を

排除し、自然にも抗う。土遊農の山澤社長は、それと反対の事に取り組んでいました。アオムシも

いればねずみも出る。猫がくつろいでいる。ハチがぶんぶん飛んでいる。それが当たり前の姿なの

だと。但し山澤社長は、35 年に及ぶ研究を重ね、自然と同時に科学的な効率もしっかりと取り込

んでいらっしゃいます。“農を中心に据えて連携をする”事を持続可能な地域づくりの一つであると

語る山澤社長。庄内のこの場所は、そのモデルケースであり、研究所であります。来年以降、他業

種の企業と連携して、全国に“農・食”の場を提供していく事業を計画しておりました。 

隣接するレストランでの食事は、その日取れた野菜で作る

コース料理です。参加者皆がほっこりする良い時間となりま

した。スタッフの柔らかな優しさが印象的です。スローライフ。

でもここではこれが日常なのです。 

ハウスのほうれん草の畝は高さが腰高くらいまでありまし
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た。なぜですか？と問うと、見学に来る子供の目線に合

わせているんですよ。と。食は未来に繋がるものです。

最後に山澤社長がおっしゃった“人生は楽しまなくちゃ”

という言葉と素敵な笑顔に元気と勇気を頂き土遊農さん

を後にしました。 

 

 

 

【㈱平良農園】 

 続いて平良農園さんを訪問させて頂きました。“ペレットマン”ブ

ランドの看板の店舗内には温かさを生み出す多くのペレットスト

ーブが展示されております。代表の佐藤さんに農業に対する思い、

またストーブ事業に賭ける思いをお伺いしました。 

ペレットに関しては現状としてはコスト面等からまだまだ輸入

材が多い現状である事も伺い、ただ薪に関してはやはり地域で出る資源を活用する一つの方策であ

ることも感じさせて頂きました。ただまだまだ認知、普及しているとは言えず、そのメンテナンス、

維持を含めて暖かさの選択肢の一つとして啓蒙していく必要があると感じました。 

太陽光発電に関しては今回時間の都合上深くお伺いできませんでしたが、基盤である“米”の生産

に注力する為、取り入れた経緯がありました。それまで野菜等多品目の品種の製造にチャレンジし

たものの思うように収益が上がらない中、売電収益が収入の一つのベースとすることで、強みであ

る米作に注力できるようになったとの事です。 

佐藤代表は現在、地元の方を中心に直販を進めており、顔が見える販売を大切にしていました。

そのきっかけは、以前は品質コンテストの入賞を目指したり、大手百貨店などに納入するなどの戦

略を取っていらしたのですが、ある時、百貨店に納入しても、そのお客様やバイヤーの方から“佐藤

さんのとこのお米おいしいね”と言ってもらったことがないなと気付き、そこに疑問を抱きました。

それを機に、販売の量を求めるのではなく、直接的

に喜んで頂ける販売をしたいと考え、今の方向性を

進めているそうです。やはり“おいしいね”と喜んで

頂く事こそ生産者の一番の誇りであります。そして

先のエネルギー事業であるペレットとお米の配達

を一緒にするなど生活を支える物を通して地域に

貢献していきたいとの事でした。 


